
セルロース

リグニン

木質バイオマス

植物細胞

木質バイオマスの材料化に
向けた研究室の取り組み

高性能水処理膜
として応用

1. オルガノソルブ法

2. 鉄触媒を用い
たグラファイト化

4. 熱還元処理

5. 減圧濾過

グラフェン膜

3. 改良版
Hummers法

バイオマス由来
グラファイト

酸化グラフェン(GO)

還元型酸化
グラフェン(rGO)

リグニン

竹粉 脱リグニンセルロース

漂白処理 湿式粉砕

セルロースナノファイバー（CNF)とは？

長所
・強い水素結合
・鋼鉄の5倍の強度
・鋼鉄の1/5の軽さ
・最も賦存量が多い
・生分解性

・生体適合性
・資源循環材料
・透明性
・熱安定性
・ガスバリア性
・高い比表面積

短所
・強い水素結合
・吸湿性
・強い会合性
・非熱可塑性
・解繊コスト
・耐熱性

九州工業大学 生命体工学研究科/グリーンマテリアル研究センター
環境共生機能材料研究室(安藤研究室) yando@life.kyutech.ac.jp

水熱処理

竹からの効率的なセルロース抽出・セルロースナノファイバーの作成

セルロース CNF
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ホットプレスを用いたCNFフィルムの作成

ポリプロピレン / CNF

樹脂と混ざらない
(水と油)

材料利用が
難しい課題

CNF RCF
（再構造化）

溶解 

〇 高い透明性
〇 高い引っ張り強度
〇 ガスバリア性
〇 生分解性・生体適合性

再生セルロースの特徴

再生セルロースフィルム(RCF)の作成

CNFの表面改質と合成プロセス

 メカノケミカル法によるエステル化（化学反応＋機械的エネルギー）

せん断・摩擦

〇 少量の溶媒もしくはバルクでの反応
〇 温和な条件での反応
〇 シンプルなプロセスなため容易にスケールアップ

竹粉を用いたバイオマスプラスチックの作成

混練押出 射出成形

PP 50 wt% 竹粉 50 wt%

混練部温調 C1 → C6

吐出し口温調

Feeder 1

Feeder 2

押出機の反応

CNFを用いたプラスチック複合材料の作成

セルロース含有複合フィルム

凝集を抑えた粉体CNF
(微粒子/CNF 界面相互作用)

・構造維持
・異物混入がない
・薬品が少ない

・市販品と同等の品質
・低温
・拡張性がある

・多層ナノシート
・低欠陥率

・狭い層間距離
・安価で簡単

竹CNFを用いた熱可塑性樹脂の作成

添加剤

PLA 50 w% 竹CNF 50 wt % セルロース由来バイオプラスチック

バイオマスプラスチック

低コスト・効率化


